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医用画像機器の性能向上により、高解像度・多時相の 3 次元画像が得られるようになってきた。本論文は、 X 線断







の境界が不明確なため、分離が困難とされてきた。本論文では、 2 つの異なった時相における造影臓器 CT 値
の 2 次元頻度分布をガウス関数近似し、対象臓器の抽出に利用する方法を提案し、その性能を定量的に評価し
ている。
(3) 従来の軟組織の位置合わせでは、変形ベクトル場は画像空間内で、連続であるという仮定をおいているため、臓
器開の接触面などで生じるベクトル場の不連続性に対して対応できなかった。本研究では、開発した臓器領域
抽出手法を利用して、対象組織に限定した変形推定を行うことができる手法を開発し、実際に臨床適用可能で
あることを示している。
以上のように、本論文は、 CT 画像を用いた腹部肝臓領域における診断支援システムの構築のための基礎技術を開
発し、肝臓領域抽出と変形推定に関しては実際の商品として市販し、実用性を確認している。よって、本論文は博士
(工学)の学位に値するものと認める。
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